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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月30日(2021.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　胎児および新生児の同種免疫障害および／もしくは自己免疫障害を治療するためまたは
その発症の危険性を低減するための方法に用いるための、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１９のア
ミノ酸配列を有する軽鎖とＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２４のアミノ酸配列を有する重鎖とを含
む抗体を含む医薬組成物であって、該方法が、該組成物を妊婦に投与することを含む、医
薬組成物。
【請求項２】
　前記抗体が、前記妊婦の体重に基づいて３０ｍｇ／ｋｇで投与される、請求項１に記載
の医薬組成物。
【請求項３】
　前記抗体が、前記妊婦の体重に基づいて１５ｍｇ／ｋｇで投与される、請求項１に記載
の医薬組成物。
【請求項４】
　前記用量が、投与当たりの用量であり、初回投与時の前記妊婦の体重に基づいており、
かつ前記妊婦の体重の増加に基づいて上方調整されない、請求項２または３に記載の医薬
組成物。
【請求項５】
　前記用量が、投与当たりの用量であり、初回投与時の前記妊婦の体重に基づいており、
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かつ前記妊婦の体重の増加に基づいて上方調整される、請求項２または３に記載の医薬組
成物。
【請求項６】
　少なくとも隔週で投与される、請求項１～３のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　隔週で投与される、請求項１～６に記載の医薬組成物
【請求項８】
　少なくとも毎週投与される、請求項１～３のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　投与が妊娠第１三半期に開始される、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　投与が妊娠第２三半期に開始される、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　投与が妊娠第３三半期に開始される、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　前記初回投与が妊娠１４週である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記投与が在胎齢３４週の後に終了する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　ＩＶＩＧが、前記組成物の投与の終了後かつ出生前に前記妊婦に投与される、請求項１
３に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　ＩＶＩＧが、出生の４０～１００時間前に前記妊婦に投与される、請求項１４に記載の
医薬組成物。
【請求項１６】
　前記組成物の投与が、在胎３５週の後に終了する、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記組成物の投与が、在胎３６、３７、または３８週の前に終了する、請求項１に記載
の医薬組成物。
【請求項１８】
　ＩＶＩＧが、前記妊婦の体重に基づいて２００ｍｇ／ｋｇ～１０００ｍｇ／ｋｇで投与
される、請求項１に記載の医薬組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５９】
　本明細書で使用される場合、「治療」または「治療する」という用語は、特定の疾患ま
たは状態を低減させる、減少させる、特定の疾患または状態の危険性を減少させる、また
は特定の疾患または状態の副作用を減少させることを指す。低減させること、減少させる
こと、危険性を減少させること、または副作用を減少させることは、治療を受けていなか
った対象、例えば、対照、ベースラインまたは既知の対照レベル、あるいは測定を受けて
いなかった対象と比較してのものである。
[本発明1001]
　胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を治療する方法であって
、妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が、（1）ＣＤＲ　Ｌ1、ＣＤＲ　
Ｌ2、およびＣＤＲ　Ｌ3を含む軽鎖可変領域、ならびに（2）ＣＤＲ　Ｈ1、ＣＤＲ　Ｈ2
、およびＣＤＲ　Ｈ3を含む重鎖可変領域を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、
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の配列に対して二つ以下のアミノ酸置換を有する配列を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、ＧＤＳＥＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：2）の配列に対して一つ以
下のアミノ酸置換を有する配列を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、

の配列に対して一つ以下のアミノ酸置換を有する配列を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、

の配列に対して一つ以下のアミノ酸置換を有する配列を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、

の配列に対して二つ以下のアミノ酸置換を有する配列を含み、かつ
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、ＬＡＩＧＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：11）の配列に対して一つ
以下のアミノ酸置換を有する配列を含む、方法。
[本発明1002]
　前記抗体が、抗体Ｎ026のＫＤ以下のＫＤでヒトＦｃＲｎに結合する、本発明1001の方
法。
[本発明1003]
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、配列ＧＤＳＥＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：2）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、配列ＴＹＡＭＧ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：4）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、配列

を含み、かつ
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、配列ＬＡＩＧＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：11）を含む、
本発明1001の方法。
[本発明1004]
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、配列ＧＤＳＥＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：2）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、配列ＤＹＡＭＧ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：5）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、配列

を含み、かつ
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、配列ＬＡＩＧＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：11）を含む、
本発明1001の方法。
[本発明1005]
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、配列
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を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、配列ＧＤＳＥＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：2）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、配列ＮＹＡＭＧ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：6）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、配列

を含み、かつ
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、配列ＬＡＩＧＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：11）を含む、
本発明1001の方法。
[本発明1006]
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、配列ＧＤＳＥＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：2）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、配列ＴＹＡＭＧ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：4）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、配列

を含み、かつ
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、配列ＬＡＩＧＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：11）を含む、
本発明1001の方法。
[本発明1007]
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、配列ＧＤＳＥＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：2）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、配列ＴＹＡＭＧ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：4）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、配列

を含み、かつ
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、配列ＬＡＩＧＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：11）を含む、
本発明1001の方法。
[本発明1008]
　前記対象が、胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を以前に有
していたという経歴を有する、本発明1001～1007のいずれかの方法。
[本発明1009]
　前記対象が、胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を有する危
険性を有する、本発明1001～1008のいずれかの方法。
[本発明1010]
　前記胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害が、胎児および新生
児の同種免疫性血小板減少症、胎児および新生児の溶血性疾患、同種免疫性の汎血小板減
少症、先天性心ブロック、胎児の関節拘縮症、新生児の重症筋無力症、新生児自己免疫性
溶血性貧血、新生児抗リン脂質症候群、新生児多発性筋炎、皮膚筋炎、新生児ループス、
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新生児強皮症、ベーチェット病、新生児グレーヴス病、新生児川崎病、新生児自己免疫性
甲状腺疾患、ならびに新生児Ｉ型糖尿病からなる群より選択される、本発明1001～1009の
いずれかの方法。
[本発明1011]
　前記胎児および新生児の自己免疫および／または自己免疫障害が、胎児および新生児の
溶血性疾患である、本発明1010の方法。
[本発明1012]
　前記胎児および新生児の自己免疫および／または自己免疫障害が、胎児および新生児の
同種免疫性血小板減少症である、本発明1010の方法。
[本発明1013]
　前記胎児および新生児の自己免疫および／または自己免疫障害が、先天性心ブロックで
ある、本発明1010の方法。
[本発明1014]
　治療が流産の危険性を低減させる、本発明1001～1013のいずれかの方法。
[本発明1015]
　胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を治療する方法であって
、妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が、（1）ＣＤＲ　Ｌ1、ＣＤＲ　
Ｌ2、およびＣＤＲ　Ｌ3を含む軽鎖可変領域、ならびに（2）ＣＤＲ　Ｈ1、ＣＤＲ　Ｈ2
、およびＣＤＲ　Ｈ3を含む重鎖可変領域を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、配列ＧＤＸ3Ｘ4ＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：13）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、配列Ｚ1ＹＡＭＧ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：15）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、配列ＬＡＺ5Ｚ6ＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：：17）を含み、
　Ｘ1が、極性または疎水性のアミノ酸であり、
　Ｘ2が、疎水性アミノ酸であり、
　Ｘ3が、極性アミノ酸であり、
　Ｘ4が、極性または酸性のアミノ酸であり、
　Ｘ5が、極性または疎水性のアミノ酸であり、
　Ｘ6が、疎水性アミノ酸であり、
　Ｚ1が、極性または酸性のアミノ酸であり、
　Ｚ2が、極性または疎水性のアミノ酸であり、
　Ｚ3が、Ｇ、Ｓ、またはＡであり、
　Ｚ4が、塩基性アミノ酸であり、
　Ｚ5が、疎水性または塩基性のアミノ酸であり、かつ
　Ｚ6が、Ｇ、Ｓ、Ｄ、Ｑ、またはＨであり、かつ
　前記抗体が、200ｐＭ未満、150ｐＭ未満、100ｐＭ未満、50ｐＭ未満、または40ｐＭ未
満のＫＤでヒトＦｃＲｎに結合する、方法。
[本発明1016]
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、配列ＧＤＸ3Ｘ4ＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：13）を含み、
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　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、配列Ｚ1ＹＡＭＧ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：15）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、配列ＬＡＺ5Ｚ6ＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：17）を含み、
　Ｘ1が、Ｔ、Ａ、Ｓ、またはＩであり、
　Ｘ2が、ＬまたはＩであり、
　Ｘ3が、Ｓ、Ｎ、またはＴであり、
　Ｘ4が、Ｑ、Ｅ、またはＮであり、
　Ｘ5が、Ｃ、Ｓ、Ｉ、またはＹであり、
　Ｘ6が、ＡまたはＶであり、
　Ｚ1が、Ｅ、Ｔ、Ｄ、またはＮであり、
　Ｚ2が、ＳまたはＡであり、
　Ｚ3が、Ｇ、Ｓ、またはＡであり、
　Ｚ4が、ＫまたはＲであり、
　Ｚ5が、Ｉ、Ｌ、またはＨであり、かつ
　Ｚ6が、Ｇ、Ｓ、Ｄ、Ｑ、またはＨである、
本発明1015の方法。
[本発明1017]
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、

の配列に対して二つ以下のアミノ酸置換を有する配列を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、ＧＤＳＥＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：2）の配列に対して一つ以
下のアミノ酸置換を有する配列を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、

の配列に対して一つ以下のアミノ酸置換を有する配列を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、

の配列に対して一つ以下のアミノ酸置換を有する配列を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、

の配列に対して二つ以下のアミノ酸置換を有する配列を含み、かつ
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、ＬＡＩＧＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：11）の配列に対して一つ
以下のアミノ酸置換を有する配列を含む、
本発明1015または1016の方法。
[本発明1018]
　前記対象が、胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を以前に有
していたという経歴を有する、本発明1015～1017のいずれかの方法。
[本発明1019]
　前記対象が、胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を有する危
険性を有する、本発明1015～1018のいずれかの方法。
[本発明1020]
　前記胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害が、胎児および新生
児の同種免疫性血小板減少症、胎児および新生児の溶血性疾患、同種免疫性の汎血小板減
少症、先天性心ブロック、胎児の関節拘縮症、新生児の重症筋無力症、新生児自己免疫性



(8) JP 2021-506786 A5 2021.5.13

溶血性貧血、新生児抗リン脂質症候群、新生児多発性筋炎、皮膚筋炎、新生児ループス、
新生児強皮症、ベーチェット病、新生児グレーヴス病、新生児川崎病、新生児自己免疫性
甲状腺疾患、ならびに新生児Ｉ型糖尿病からなる群より選択される、本発明1015～1019の
いずれかの方法。
[本発明1021]
　前記胎児および新生児の自己免疫および／または自己免疫障害が、胎児および新生児の
溶血性疾患である、本発明1020の方法。
[本発明1022]
　前記胎児および新生児の自己免疫および／または自己免疫障害が、胎児および新生児の
同種免疫性血小板減少症である、本発明1020の方法。
[本発明1023]
　前記胎児および新生児の自己免疫および／または自己免疫障害が、先天性心ブロックで
ある、本発明1020の方法。
[本発明1024]
　治療が流産の危険性を低減させる、本発明1015～1023のいずれかの方法。
[本発明1025]
　胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を治療する方法であって
、妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が、配列

を有するＣＤＲ　Ｌ1、配列ＧＤＳＥＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：2）を有するＣＤＲ　
Ｌ2、および配列ＳＳＹＡＧＳＧＩＹＶ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：3）を有するＣＤＲ　Ｌ3
を含む軽鎖可変領域、ならびにＣＤＲ　Ｈ1、ＣＤＲ　Ｈ2、およびＣＤＲ　Ｈ3を含む重
鎖可変領域を含み、
前記ＣＤＲ　Ｈ1が、配列Ｚ1ＹＡＭＧ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：15）を含み、
前記ＣＤＲ　Ｈ2が、配列

を含み、かつ
前記ＣＤＲ　Ｈ3が、配列ＬＡＩＧＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：11）を含み、かつ
Ｚ1が、Ｔ、Ｄ、またはＮであり、
Ｚ2が、ＳまたはＡであり、かつ
Ｚ3が、Ｇ、ＳまたはＡである、方法
[本発明1026]
　前記軽鎖が、

の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含む、本発明1001～1025のいずれかの方
法。
[本発明1027]
　前記重鎖が、
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の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含む、本発明1001～1026のいずれかの方
法。
[本発明1028]
　前記重鎖が、

の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含む、本発明1001～1026のいずれかの方
法。
[本発明1029]
　前記重鎖が、

の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含む、本発明1001～1026のいずれかの方
法。
[本発明1030]
　前記重鎖が、

の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含む、本発明1001～1026のいずれかの方
法。
[本発明1031]
　前記重鎖が、

の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含む、本発明1001～1026のいずれかの方
法。
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[本発明1032]
　胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を治療する方法であって
、妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、
　前記軽鎖が、

の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含み、かつ
　前記重鎖が、

の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含む、方法。
[本発明1033]
　胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を治療する方法であって
、妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、
　前記軽鎖が、

の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含み、かつ
　前記重鎖が、

の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含む、方法。
[本発明1034]
　胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を治療する方法であって
、妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、
　前記軽鎖が、

の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含み、かつ
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　前記重鎖が、

の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含む、方法。
[本発明1035]
　胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を治療する方法であって
、妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、
　前記軽鎖が、

の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含み、かつ
　前記重鎖が、

の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含む、方法。
[本発明1036]
　胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を治療する方法であって
、妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、
　前記軽鎖が、

の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含み、かつ
　前記重鎖が、

の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含む、方法。
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[本発明1037]
　前記重鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20～24のいずれか1つの配列と少なくとも95％、97
％、99％、または100％の同一性を有する配列を含む、本発明1027～1036のいずれかの方
法。
[本発明1038]
　前記軽鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：19の配列と少なくとも95％、97％、99％、または10
0％の同一性を有する配列を含む、本発明1027～1037の方法。
[本発明1039]
　前記抗体が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20～24のいずれか一つの配列に対してアミノ酸置換
Ｎ297Ａをさらに含む、本発明1001～1038のいずれかの単離抗体。
[本発明1040]
　前記抗体が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20～24のいずれか一つの配列に対してアミノ酸置換
Ｄ355ＥおよびＬ357Ｍをさらに含む、本発明1001～1038のいずれかの単離抗体。
[本発明1041]
　前記抗体が、以下のアミノ酸置換：ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20～24のいずれか一つの配列
に対してＡ23Ｖ、Ｓ30Ｒ、Ｌ80Ｖ、Ａ84Ｔ、Ｅ85Ｄ、Ａ93Ｖ、ならびにＳＥＱ　ＩＤ　Ｎ
Ｏ：19の配列に対してＱ38Ｈ、Ｖ58Ｉ、およびＧ99Ｄ、のうちのいずれか一つ以上をさら
に含む、本発明1001～1040のいずれかの単離抗体。
[本発明1042]
　前記抗体が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20～24のいずれか一つの配列に対して、残基446に
Ｃ末端リジンを含まない、本発明1001～1041のいずれかの単離抗体。
[本発明1043]
　胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を治療する方法であって
、妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、
　前記軽鎖が、

の配列を含み、かつ
　前記重鎖が、

の配列を含む、方法。
[本発明1044]
　胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を治療する方法であって
、妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、
　前記軽鎖が、
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の配列を含み、かつ
　前記重鎖が、

の配列を含む、方法。
[本発明1045]
　胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を治療する方法であって
、妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、
　前記軽鎖が、

の配列を含み、かつ
　前記重鎖が、

の配列を含む、方法。
[本発明1046]
　胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を治療する方法であって
、妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、
　前記軽鎖が、

の配列を含み、かつ
　前記重鎖が、
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の配列を含む、方法。
[本発明1047]
　胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を治療する方法であって
、妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、
　前記軽鎖が、

の配列を含み、かつ
　前記重鎖が、

の配列を含む、方法。
[本発明1048]
　胎児および新生児の溶血性疾患に関連する胎児貧血を治療する方法であって、妊娠中の
対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が、（1）ＣＤＲ　Ｌ1、ＣＤＲ　Ｌ2、およ
びＣＤＲ　Ｌ3を含む軽鎖可変領域、ならびに（2）ＣＤＲ　Ｈ1、ＣＤＲ　Ｈ2、およびＣ
ＤＲ　Ｈ3を含む重鎖可変領域を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、配列ＧＤＸ3Ｘ4ＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：13）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、配列Ｚ1ＹＡＭＧ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：15）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、配列ＬＡＺ5Ｚ6ＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：17）を含み、
　Ｘ1が、Ｔ、Ａ、Ｓ、またはＩであり、
　Ｘ2が、ＬまたはＩであり、
　Ｘ3が、Ｓ、Ｎ、またはＴであり、
　Ｘ4が、Ｑ、Ｅ、またはＮであり、
　Ｘ5が、Ｃ、Ｓ、Ｉ、またはＹであり、
　Ｘ6が、ＡまたはＶであり、
　Ｚ1が、Ｅ、Ｔ、Ｄ、またはＮであり、
　Ｚ2が、ＳまたはＡであり、
　Ｚ3が、Ｇ、Ｓ、またはＡであり、
　Ｚ4が、ＫまたはＲであり、
　Ｚ5が、Ｉ、Ｌ、またはＨであり、かつ
　Ｚ6が、Ｇ、Ｓ、Ｄ、Ｑ、またはＨである、方法。
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[本発明1049]
　胎児および新生児の溶血性疾患に関連する胎児貧血を治療する方法であって、妊娠中の
対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、前記軽鎖が、ＳＥ
Ｑ　ＩＤ　ＮＯ：19の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含み、かつ前記重鎖
が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：21、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：22、ＳＥ
Ｑ　ＩＤ　ＮＯ：23、およびＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：24からなる群より選択される配列と少
なくとも90％の同一性を有する配列を含む、方法。
[本発明1050]
　胎児および新生児の溶血性疾患に関連する胎児貧血を治療する方法であって、妊娠中の
対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、前記軽鎖がＳＥＱ
　ＩＤ　ＮＯ：19の配列を含み、かつ前記重鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20、ＳＥＱ　Ｉ
Ｄ　ＮＯ：21、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：22、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：23、およびＳＥＱ　ＩＤ
　ＮＯ：24からなる群より選択される配列を含む、方法。
[本発明1051]
　前記妊娠中の対象、前記妊娠中の対象の胎児、および／またはそれらの組み合わせを治
療する、本発明1048～1050のいずれかの方法。
[本発明1052]
　自己免疫障害を治療する方法であって、妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前
記抗体が、（1）ＣＤＲ　Ｌ1、ＣＤＲ　Ｌ2、及びＣＤＲ　Ｌ3を含む軽鎖可変領域、なら
びに（2）ＣＤＲ　Ｈ1、ＣＤＲ　Ｈ2、及びＣＤＲ　Ｈ3を含む重鎖可変領域を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、配列ＧＤＸ3Ｘ4ＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：13）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、配列Ｚ1ＹＡＭＧ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：15）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、配列ＬＡＺ5Ｚ6ＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：17）を含み、
　Ｘ1が、Ｔ、Ａ、Ｓ、またはＩであり、
　Ｘ2が、ＬまたはＩであり、
　Ｘ3が、Ｓ、Ｎ、またはＴであり、
　Ｘ4が、Ｑ、Ｅ、またはＮであり、
　Ｘ5が、Ｃ、Ｓ、Ｉ、またはＹであり、
　Ｘ6が、ＡまたはＶであり、
　Ｚ1が、Ｅ、Ｔ、Ｄ、またはＮであり、
　Ｚ2が、ＳまたはＡであり、
　Ｚ3が、Ｇ、Ｓ、またはＡであり、
　Ｚ4が、ＫまたはＲであり、
　Ｚ5が、Ｉ、Ｌ、またはＨであり、かつ
　Ｚ6が、Ｇ、Ｓ、Ｄ、Ｑ、またはＨである、方法。
[本発明1053]
　自己免疫障害を治療する方法であって、妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前
記抗体が軽鎖および重鎖を含み、前記軽鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：19の配列と少なくと
も90％の同一性を有する配列を含み、かつ前記重鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20、ＳＥＱ
　ＩＤ　ＮＯ：21、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：22、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：23、およびＳＥＱ　
ＩＤ　ＮＯ：24からなる群より選択される配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を
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含む、方法。
[本発明1054]
　自己免疫障害を治療する方法であって、妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前
記抗体が軽鎖および重鎖を含み、前記軽鎖がＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：19の配列を含み、かつ
前記重鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：21、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：
22、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：23、およびＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：24からなる群より選択される
配列を含む、方法。
[本発明1055]
　前記自己免疫障害が、円形脱毛症、強直性脊椎炎、抗リン脂質症候群、アジソン病、溶
血性貧血、自己免疫肝炎、肝炎、ベーチェット病、水疱性類天疱瘡、心筋症、セリアック
・スプルー皮膚炎、慢性疲労免疫機能障害症候群、慢性炎症性脱髄性多発神経炎、チャー
グ・ストラウス症候群、瘢痕性類天疱瘡、限局型全身性強皮症（ＣＲＥＳＴ症候群）、寒
冷凝集素症、クローン病、皮膚筋炎、円板状ループス、本態性混合型クリオグロブリン血
症、線維筋痛症、線維筋炎、グレーヴス病、橋本甲状腺炎、甲状腺機能低下症、炎症性腸
疾患、自己免疫性リンパ増殖症候群、特発性肺線維症、ＩｇＡ腎症、インスリン依存性糖
尿病、若年性関節炎、扁平苔癬、ループス、メニエール病、混合性結合組織病、多発性硬
化症、悪性貧血、結節性多発性動脈炎、多発性軟骨炎、多腺性症候群、リウマチ性多発筋
痛、多発性筋炎、原発性無ガンマグロブリン血症、原発性胆汁性肝硬変、乾癬、レイノー
現象、ライター症候群、リウマチ熱、リウマチ性関節炎、サルコイドーシス、強皮症、シ
ェーグレン症候群、スティフマン症候群、高安動脈炎、側頭動脈炎、潰瘍性大腸炎、ブド
ウ膜炎、白斑、またはウェゲナー肉芽腫症からなる群より選択される、本発明1052～1054
のいずれかの方法。
[本発明1056]
　前記治療が、流産／胎児の喪失の危険性を低減させる、本発明1052～1055のいずれかの
方法。
[本発明1057]
　自己免疫障害もしくは同種免疫障害の危険性または自己免疫障害もしくは同種免疫障害
の発症の危険性を低減させる方法であって、妊娠中の対象にＦｃＲｎ抗体を投与すること
を含み、前記抗体が、（1）ＣＤＲ　Ｌ1、ＣＤＲ　Ｌ2、およびＣＤＲ　Ｌ3を含む軽鎖可
変領域と、（2）ＣＤＲ　Ｈ1、ＣＤＲ　Ｈ2、およびＣＤＲ　Ｈ3を含む重鎖可変領域とを
含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、配列ＧＤＸ3Ｘ4ＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：13）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、配列Ｚ1ＹＡＭＧ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：15）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、配列ＬＡＺ5Ｚ6ＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：17）を含み、
　Ｘ1が、Ｔ、Ａ、Ｓ、またはＩであり、
　Ｘ2が、ＬまたはＩであり、
　Ｘ3が、Ｓ、Ｎ、またはＴであり、
　Ｘ4が、Ｑ、Ｅ、またはＮであり、
　Ｘ5が、Ｃ、Ｓ、Ｉ、またはＹであり、
　Ｘ6が、ＡまたはＶであり、
　Ｚ1が、Ｅ、Ｔ、Ｄ、またはＮであり、
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　Ｚ2が、ＳまたはＡであり、
　Ｚ3が、Ｇ、Ｓ、またはＡであり、
　Ｚ4が、ＫまたはＲであり、
　Ｚ5が、Ｉ、Ｌ、またはＨであり、かつ
　Ｚ6が、Ｇ、Ｓ、Ｄ、Ｑ、またはＨである、方法。
[本発明1058]
　自己免疫障害もしくは同種免疫障害の危険性または自己免疫障害もしくは同種免疫障害
の発症の危険性を低減させる方法であって、妊娠中の対象にＦｃＲｎ抗体を投与すること
を含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、前記軽鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：19の配列
と少なくとも90％の同一性を有する配列を含み、かつ前記重鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：
20、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：21、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：22、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：23、およ
びＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：24からなる群より選択される配列と少なくとも90％の同一性を有
する配列を含む、方法。
[本発明1059]
　自己免疫障害もしくは同種免疫障害の危険性または自己免疫障害もしくは同種免疫障害
の発症の危険性を低減させる方法であって、妊娠中の対象にＦｃＲｎ抗体を投与すること
を含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、前記軽鎖がＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：19の配列を
含み、かつ前記重鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：21、ＳＥＱ　Ｉ
Ｄ　ＮＯ：22、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：23、およびＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：24からなる群より
選択される配列を含む、方法。
[本発明1060]
　前記自己免疫疾患が、円形脱毛症、強直性脊椎炎、抗リン脂質症候群、アジソン病、溶
血性貧血、自己免疫肝炎、肝炎、ベーチェット病、水疱性類天疱瘡、心筋症、セリアック
・スプルー皮膚炎、慢性疲労免疫機能障害症候群、慢性炎症性脱髄性多発神経炎、チャー
グ・ストラウス症候群、瘢痕性類天疱瘡、限局型全身性強皮症（ＣＲＥＳＴ症候群）、寒
冷凝集素症、クローン病、皮膚筋炎、円板状ループス、本態性混合型クリオグロブリン血
症、線維筋痛症、線維筋炎、グレーヴス病、橋本甲状腺炎、甲状腺機能低下症、炎症性腸
疾患、自己免疫性リンパ増殖症候群、特発性肺線維症、ＩｇＡ腎症、インスリン依存性糖
尿病、若年性関節炎、扁平苔癬、ループス、メニエール病、混合性結合組織病、多発性硬
化症、悪性貧血、結節性多発性動脈炎、多発性軟骨炎、多腺性症候群、リウマチ性多発筋
痛、多発性筋炎、原発性無ガンマグロブリン血症、原発性胆汁性肝硬変、乾癬、レイノー
現象、ライター症候群、リウマチ熱、リウマチ性関節炎、サルコイドーシス、強皮症、シ
ェーグレン症候群、スティフマン症候群、高安動脈炎、側頭動脈炎、潰瘍性大腸炎、ブド
ウ膜炎、白斑、またはウェゲナー肉芽腫症からなる群より選択される、本発明1057～1059
のいずれかの方法。
[本発明1061]
　前記治療が、流産／胎児の喪失の危険性を低減させる、本発明1057～1060のいずれかの
方法。
[本発明1062]
　対象における抗体の異化を亢進させる方法であって、妊娠中の対象に抗体を投与するこ
とを含み、投与される前記抗体が、（1）ＣＤＲ　Ｌ1、ＣＤＲ　Ｌ2、及びＣＤＲ　Ｈ3を
含む軽鎖可変領域、ならびに（2）ＣＤＲ　Ｈ1、ＣＤＲ　Ｈ2、及びＣＤＲ　Ｈ3を含む重
鎖可変領域を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、配列ＧＤＸ3Ｘ4ＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：13）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、配列

を含み、
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　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、配列Ｚ1ＹＡＭＧ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：15）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、配列ＬＡＺ5Ｚ6ＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：17）を含み、
　Ｘ1が、Ｔ、Ａ、Ｓ、またはＩであり、
　Ｘ2が、ＬまたはＩであり、
　Ｘ3が、Ｓ、Ｎ、またはＴであり、
　Ｘ4が、Ｑ、Ｅ、またはＮであり、
　Ｘ5が、Ｃ、Ｓ、Ｉ、またはＹであり、
　Ｘ6が、ＡまたはＶであり、
　Ｚ1が、Ｅ、Ｔ、Ｄ、またはＮであり、
　Ｚ2が、ＳまたはＡであり、
　Ｚ3が、Ｇ、Ｓ、またはＡであり、
　Ｚ4が、ＫまたはＲであり、
　Ｚ5が、Ｉ、Ｌ、またはＨであり、かつ
　Ｚ6が、Ｇ、Ｓ、Ｄ、Ｑ、またはＨである、方法。
[本発明1063]
　対象における抗体の異化を亢進させる方法であって、妊娠中の対象に抗体を投与するこ
とを含み、投与される前記抗体が、軽鎖および重鎖を含み、前記軽鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　
ＮＯ：19の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含み、かつ前記重鎖が、ＳＥＱ
　ＩＤ　ＮＯ：20、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：21、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：22、ＳＥＱ　ＩＤ　
ＮＯ：23、およびＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：24からなる群より選択される配列と少なくとも90
％の同一性を有する配列を含む、方法。
[本発明1064]
　対象における抗体の異化を亢進させる方法であって、妊娠中の対象に抗体を投与するこ
とを含み、投与される前記抗体が、軽鎖および重鎖を含み、前記軽鎖がＳＥＱ　ＩＤ　Ｎ
Ｏ：19の配列を含み、かつ前記重鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：
21、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：22、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：23、およびＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：24
からなる群より選択される配列を含む、方法。
[本発明1065]
　抗体の異化を亢進させることが、病原性抗体の異化を亢進させることを含む、本発明10
62～1064のいずれかの方法。
[本発明1066]
　前記病原性抗体が、母親、胎児、または母親と胎児との両方に対して病原性である、本
発明1065の方法。
[本発明1067]
　前記病原性抗体がＩｇＧ抗体である、本発明1065または1066の方法。
[本発明1068]
　前記抗体が、前記妊娠中の対象内の胎児において、胎児および新生児の同種免疫障害お
よび／または自己免疫障害を引き起こす、本発明1062～1067のいずれかの方法。
[本発明1069]
　前記胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害が、胎児および新生
児の同種免疫性血小板減少症、胎児および新生児の溶血性疾患、同種免疫性の汎血小板減
少症、先天性心ブロック、胎児の関節拘縮症、新生児の重症筋無力症、新生児自己免疫性
溶血性貧血、新生児抗リン脂質症候群、新生児多発性筋炎、皮膚筋炎、新生児ループス、
新生児強皮症、ベーチェット病、新生児グレーヴス病、新生児川崎病、新生児自己免疫性
甲状腺疾患、ならびに新生児Ｉ型糖尿病からなる群より選択される、本発明1068の方法。
[本発明1070]
　対象における自己抗体を減少させる方法であって、妊娠中の対象に抗体を投与すること
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を含み、前記抗体が、（1）ＣＤＲ　Ｌ1、ＣＤＲ　Ｌ2、及びＣＤＲ　Ｌ3を含む軽鎖可変
領域、ならびに（2）ＣＤＲ　Ｈ1、ＣＤＲ　Ｈ2、及びＣＤＲ　Ｈ3を含む重鎖可変領域を
含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、配列ＧＤＸ3Ｘ4ＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：13）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、配列Ｚ1ＹＡＭＧ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：15）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、配列ＬＡＺ5Ｚ6ＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：17）を含み、
　Ｘ1が、Ｔ、Ａ、Ｓ、またはＩであり、
　Ｘ2が、ＬまたはＩであり、
　Ｘ3が、Ｓ、Ｎ、またはＴであり、
　Ｘ4が、Ｑ、Ｅ、またはＮであり、
　Ｘ5が、Ｃ、Ｓ、Ｉ、またはＹであり、
　Ｘ6が、ＡまたはＶであり、
　Ｚ1が、Ｅ、Ｔ、Ｄ、またはＮであり、
　Ｚ2が、ＳまたはＡであり、
　Ｚ3が、Ｇ、Ｓ、またはＡであり、
　Ｚ4が、ＫまたはＲであり、
　Ｚ5が、Ｉ、Ｌ、またはＨであり、かつ
　Ｚ6が、Ｇ、Ｓ、Ｄ、Ｑ、またはＨである、方法。
[本発明1071]
　対象における自己抗体を減少させる方法であって、妊娠中の対象に抗体を投与すること
を含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、前記軽鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：19の配列
と少なくとも90％の同一性を有する配列を含み、かつ前記重鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：
20、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：21、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：22、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：23、およ
びＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：24からなる群より選択される配列と少なくとも90％の同一性を有
する配列を含む、方法。
[本発明1072]
　対象における自己抗体を減少させる方法であって、妊娠中の対象に抗体を投与すること
を含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、前記軽鎖がＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：19の配列を
含み、かつ前記重鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：21、ＳＥＱ　Ｉ
Ｄ　ＮＯ：22、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：23、およびＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：24からなる群より
選択される配列を含む、方法。
[本発明1073]
　対象における免疫応答の免疫複合体に基づく活性化を低減させる方法であって、妊娠中
の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が、（1）ＣＤＲ　Ｌ1、ＣＤＲ　Ｌ2、お
よびＣＤＲ　Ｌ3を含む軽鎖可変領域、ならびに（2）ＣＤＲ　Ｈ1、ＣＤＲ　Ｈ2、および
ＣＤＲ　Ｈ3を含む重鎖可変領域を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、配列ＧＤＸ3Ｘ4ＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：13）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、配列
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を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、配列Ｚ1ＹＡＭＧ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：15）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、配列ＬＡＺ5Ｚ6ＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：17）を含み、
　Ｘ1が、Ｔ、Ａ、Ｓ、またはＩであり、
　Ｘ2が、ＬまたはＩであり、
　Ｘ3が、Ｓ、Ｎ、またはＴであり、
　Ｘ4が、Ｑ、Ｅ、またはＮであり、
　Ｘ5が、Ｃ、Ｓ、Ｉ、またはＹであり、
　Ｘ6が、ＡまたはＶであり、
　Ｚ1が、Ｅ、Ｔ、Ｄ、またはＮであり、
　Ｚ2が、ＳまたはＡであり、
　Ｚ3が、Ｇ、Ｓ、またはＡであり、
　Ｚ4が、ＫまたはＲであり、
　Ｚ5が、Ｉ、Ｌ、またはＨであり、かつ
　Ｚ6が、Ｇ、Ｓ、Ｄ、Ｑ、またはＨである、方法。
[本発明1074]
　対象における免疫応答の免疫複合体に基づく活性化を低減させる方法であって、妊娠中
の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、前記軽鎖が、Ｓ
ＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：19の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含み、かつ前記重
鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：21、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：22、Ｓ
ＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：23、およびＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：24からなる群より選択される配列と
少なくとも90％の同一性を有する配列を含む、方法。
[本発明1075]
　対象における免疫応答の免疫複合体に基づく活性化を低減させる方法であって、妊娠中
の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、前記軽鎖がＳＥ
Ｑ　ＩＤ　ＮＯ：19の配列を含み、かつ重鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20、ＳＥＱ　ＩＤ
　ＮＯ：21、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：22、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：23、およびＳＥＱ　ＩＤ　
ＮＯ：24からなる群より選択される配列を含む、方法。
[本発明1076]
　前記免疫応答が、前記対象における急性または慢性の免疫応答である、本発明1073～10
75のいずれかの方法。
[本発明1077]
　前記急性免疫応答が、尋常性天疱瘡、ループス腎炎、重症筋無力症、ギラン・バレー症
候群、抗体介在性拒絶反応、劇症型抗リン脂質抗体症候群、免疫複合体媒介性血管炎、糸
球体炎、チャネル病、視神経脊髄炎、自己免疫性難聴、特発性血小板減少性紫斑病、自己
免疫溶血性貧血、免疫性好中球減少症、拡張型心筋症、および血清病からなる群より選択
される医学的状態によって活性化される、本発明1076の方法。
[本発明1078]
　前記急性免疫応答が、特発性血小板減少性紫斑病によって活性化される、本発明1077の
方法。
[本発明1079]
　前記急性免疫応答が、尋常性天疱瘡によって活性化される、本発明1077の方法。
[本発明1080]
　前記急性免疫応答が、劇症型抗リン脂質抗体症候群によって活性化される、本発明1077
の方法。
[本発明1081]
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　前記急性免疫応答が、視神経脊髄炎によって活性化される、本発明1077の方法。
[本発明1082]
　前記急性免疫応答が、抗体介在性拒絶反応によって活性化される、本発明1077の方法。
[本発明1083]
　前記急性免疫応答が、重症筋無力症によって活性化される、本発明1077の方法。
[本発明1084]
　前記慢性免疫応答が、慢性炎症性脱髄性多発神経炎（ＣＩＤＰ）、全身性ループス、反
応性関節障害、原発性胆汁性肝硬変、潰瘍性大腸炎、および抗好中球細胞質抗体関連血管
炎からなる群より選択される医学的状態によって活性化される、本発明1076の方法。
[本発明1085]
　前記慢性免疫応答が、慢性炎症性脱髄性多発神経炎によって活性化される、本発明1084
の方法。
[本発明1086]
　前記対象が自己免疫疾患を有する、本発明1076の方法。
[本発明1087]
　前記自己免疫疾患が、円形脱毛症、強直性脊椎炎、抗リン脂質症候群、アジソン病、溶
血性貧血、温式自己免疫性溶血性貧血、抗因子抗体、ヘパリン起因性血小板減少症、感作
移植、自己免疫肝炎、肝炎、ベーチェット病、水疱性類天疱瘡、心筋症、セリアック・ス
プルー皮膚炎、慢性疲労免疫機能障害症候群、慢性炎症性脱髄性多発神経炎、チャーグ・
ストラウス症候群、瘢痕性類天疱瘡、限局型全身性強皮症（ＣＲＥＳＴ症候群）、寒冷凝
集素症、クローン病、皮膚筋炎、円板状ループス、本態性混合型クリオグロブリン血症、
線維筋痛症、線維筋炎、グレーヴス病、橋本甲状腺炎、甲状腺機能低下症、炎症性腸疾患
、自己免疫性リンパ増殖症候群、特発性肺線維症、ＩｇＡ腎症、インスリン依存性糖尿病
、若年性関節炎、扁平苔癬、ループス、メニエール病、混合性結合組織病、多発性硬化症
、悪性貧血、結節性多発性動脈炎、多発性軟骨炎、多腺性症候群、リウマチ性多発筋痛、
多発性筋炎、原発性無ガンマグロブリン血症、原発性胆汁性肝硬変、乾癬、レイノー現象
、ライター症候群、リウマチ熱、リウマチ性関節炎、サルコイドーシス、強皮症、シェー
グレン症候群、スティフマン症候群、高安動脈炎、側頭動脈炎、潰瘍性大腸炎、ブドウ膜
炎、白斑、およびウェゲナー肉芽腫症からなる群より選択される、本発明1086の方法。
[本発明1088]
　前記自己免疫疾患が、温式自己免疫性溶血性貧血である、本発明1087の方法。
[本発明1089]
　前記自己免疫疾患が、抗因子抗体である、本発明1087の方法。
[本発明1090]
　前記自己免疫疾患が、ヘパリン起因性血小板減少症である、本発明1087の方法。
[本発明1091]
　前記自己免疫疾患が、感作移植である、本発明1087の方法。
[本発明1092]
　妊娠中の対象の胎盤を通過する抗体移行を低減させる方法であって、妊娠中の対象に抗
体を投与することを含み、前記抗体が、（1）ＣＤＲ　Ｌ1、ＣＤＲ　Ｌ2、及びＣＤＲ　
Ｌ3を含む軽鎖可変領域、ならびに（2）ＣＤＲ　Ｈ1、ＣＤＲ　Ｈ2、及びＣＤＲ　Ｈ3を
含む重鎖可変領域を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、配列ＧＤＸ3Ｘ4ＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：13）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、配列Ｚ1ＹＡＭＧ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：15）を含み、
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　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、配列ＬＡＺ5Ｚ6ＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：17）を含み、
　Ｘ1が、Ｔ、Ａ、Ｓ、またはＩであり、
　Ｘ2が、ＬまたはＩであり、
　Ｘ3が、Ｓ、Ｎ、またはＴであり、
　Ｘ4が、Ｑ、Ｅ、またはＮであり、
　Ｘ5が、Ｃ、Ｓ、Ｉ、またはＹであり、
　Ｘ6が、ＡまたはＶであり、
　Ｚ1が、Ｅ、Ｔ、Ｄ、またはＮであり、
　Ｚ2が、ＳまたはＡであり、
　Ｚ3が、Ｇ、Ｓ、またはＡであり、
　Ｚ4が、ＫまたはＲであり、
　Ｚ5が、Ｉ、Ｌ、またはＨであり、かつ
　Ｚ6が、Ｇ、Ｓ、Ｄ、Ｑ、またはＨである、方法。
[本発明1093]
　妊娠中の対象の胎盤を通過する抗体移行を低減させる方法であって、妊娠中の対象に抗
体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、前記軽鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ
　ＮＯ：19の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含み、かつ前記重鎖が、ＳＥ
Ｑ　ＩＤ　ＮＯ：20、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：21、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：22、ＳＥＱ　ＩＤ
　ＮＯ：23、およびＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：24からなる群より選択される配列と少なくとも
90％の同一性を有する配列を含む、方法。
[本発明1094]
　妊娠中の対象の胎盤を通過する抗体移行を低減させる方法であって、妊娠中の対象に抗
体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、前記軽鎖がＳＥＱ　ＩＤ　
ＮＯ：19の配列を含み、かつ前記重鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ
：21、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：22、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：23、およびＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：
24からなる群より選択される配列を含む、方法。
[本発明1095]
　胎児または新生児におけるウイルス性疾患の抗体介在性増強を治療する方法であって、
妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が、（1）ＣＤＲ　Ｌ1、ＣＤＲ　Ｌ
2、およびＣＤＲ　Ｌ3を含む軽鎖可変領域、ならびに（2）ＣＤＲ　Ｈ1、ＣＤＲ　Ｈ2、
およびＣＤＲ　Ｈ3を含む重鎖可変領域を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ1が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ2が、配列ＧＤＸ3Ｘ4ＲＰＳ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：13）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｌ3が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ1が、配列Ｚ1ＹＡＭＧ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：15）を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ2が、配列

を含み、
　前記ＣＤＲ　Ｈ3が、配列ＬＡＺ5Ｚ6ＤＳＹ（ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：17）を含み、
　Ｘ1が、Ｔ、Ａ、Ｓ、またはＩであり、
　Ｘ2が、ＬまたはＩであり、
　Ｘ3が、Ｓ、Ｎ、またはＴであり、
　Ｘ4が、Ｑ、Ｅ、またはＮであり、
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　Ｘ5が、Ｃ、Ｓ、Ｉ、またはＹであり、
　Ｘ6が、ＡまたはＶであり、
　Ｚ1が、Ｅ、Ｔ、Ｄ、またはＮであり、
　Ｚ2が、ＳまたはＡであり、
　Ｚ3が、Ｇ、Ｓ、またはＡであり、
　Ｚ4が、ＫまたはＲであり、
　Ｚ5が、Ｉ、Ｌ、またはＨであり、かつ
　Ｚ6が、Ｇ、Ｓ、Ｄ、Ｑ、またはＨである、方法。
[本発明1096]
　胎児または新生児におけるウイルス性疾患の抗体介在性増強を治療する方法であって、
妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、前記軽鎖
が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：19の配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含み、かつ
前記重鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：21、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：
22、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：23、およびＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：24からなる群より選択される
配列と少なくとも90％の同一性を有する配列を含む、方法。
[本発明1097]
　胎児または新生児におけるウイルス性疾患の抗体介在性増強を治療する方法であって、
妊娠中の対象に抗体を投与することを含み、前記抗体が軽鎖および重鎖を含み、前記軽鎖
がＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：19の配列を含み、かつ前記重鎖が、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：20、Ｓ
ＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：21、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：22、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：23、およびＳＥ
Ｑ　ＩＤ　ＮＯ：24からなる群より選択される配列を含む、方法。
[本発明1098]
　前記ウイルス性疾患が、αウイルス感染症、フラビウイルス感染症、ジカウイルス感染
症、チクングニヤウイルス感染症、ロスリバーウイルス感染症、重症急性呼吸器症候群コ
ロナウイルス感染症、中東呼吸器症候群、鳥インフルエンザ感染症、インフルエンザウイ
ルス感染症、ヒト呼吸器合胞体ウイルス感染症、エボラウイルス感染症、黄熱病ウイルス
感染症、デングウイルス感染症、ヒト免疫不全症ウイルス感染症、呼吸器合胞体ウイルス
感染症、ハンタウイルス感染症、ゲタウイルス感染症、シンドビスウイルス感染症、ブニ
ヤムウェラウイルス感染症、西ナイルウイルス感染症、日本脳炎ウイルスＢ感染症、家兎
痘ウイルス感染症、乳酸脱水素酵素上昇ウイルス感染症、レオウイルス感染症、狂犬病ウ
イルス感染症、口蹄疫ウイルス感染症、ブタ生殖器呼吸器症候群ウイルス感染症、サル出
血熱ウイルス感染症、ウマ伝染性貧血ウイルス感染症、ヤギ関節炎ウイルス感染症、アフ
リカブタ熱ウイルス感染症、レンチウイルス感染症、ＢＫパポバウイルス感染症、マレー
渓谷脳炎ウイルス感染症、エンテロウイルス感染症、サイトメガロウイルス感染症、ニュ
ーモウイルス感染症、モルビリウイルス感染症及び麻疹ウイルス感染症からなる群より選
択されるウイルスによって引き起こされる、本発明1095～1097のいずれかの方法。
[本発明1099]
　前記妊娠中の対象が、前記妊娠中の対象において免疫応答を活性化する医学的状態を有
するか、またはそれを有する危険性を有する、本発明1001～1098のいずれかの方法。
[本発明1100]
　前記医学的状態が、尋常性天疱瘡、ループス腎炎、重症筋無力症、ギラン・バレー症候
群、抗体介在性拒絶反応、劇症型抗リン脂質抗体症候群、免疫複合体媒介性血管炎、糸球
体炎、チャネル病、視神経脊髄炎、自己免疫性難聴、特発性血小板減少性紫斑病、自己免
疫溶血性貧血、免疫性好中球減少症、拡張型心筋症、血清病、慢性炎症性脱髄性多発神経
炎、全身性ループス、反応性関節障害、原発性胆汁性肝硬変、潰瘍性大腸炎、抗好中球細
胞質抗体（ＡＮＣＡ）関連血管炎、円形脱毛症、強直性脊椎炎、抗リン脂質症候群、アジ
ソン病、溶血性貧血、自己免疫肝炎、肝炎、ベーチェット病、水疱性類天疱瘡、心筋症、
セリアック・スプルー皮膚炎、慢性疲労免疫機能障害症候群、慢性炎症性脱髄性多発神経
炎、チャーグ・ストラウス症候群、瘢痕性類天疱瘡、限局型全身性強皮症（ＣＲＥＳＴ症
候群）、寒冷凝集素症、クローン病、皮膚筋炎、円板状ループス、本態性混合型クリオグ
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ロブリン血症、線維筋痛症、線維筋炎、グレーヴス病、橋本甲状腺炎、甲状腺機能低下症
、炎症性腸疾患、自己免疫性リンパ増殖症候群、特発性肺線維症、ＩｇＡ腎症、インスリ
ン依存性糖尿病、若年性関節炎、扁平苔癬、ループス、メニエール病、混合性結合組織病
、多発性硬化症、悪性貧血、結節性多発性動脈炎、多発性軟骨炎、多腺性症候群、リウマ
チ性多発筋痛、多発性筋炎、原発性無ガンマグロブリン血症、原発性胆汁性肝硬変、乾癬
、レイノー現象、ライター症候群、リウマチ熱、リウマチ性関節炎、サルコイドーシス、
強皮症、シェーグレン症候群、スティフマン症候群、高安動脈炎、側頭動脈炎、潰瘍性大
腸炎、ブドウ膜炎、白斑、およびウェゲナー肉芽腫症である、本発明1099の方法。
[本発明1101]
　前記妊娠中の対象が、胎児および新生児の同種免疫障害および／または自己免疫障害を
有していた胎児または新生児を以前に有していたという経歴を有する、本発明1001～1100
のいずれかの方法。
[本発明1102]
　前記妊娠中の対象から得られた生体試料において、免疫疾患に関連する抗体が検出され
る、本発明1001～1101のいずれかの方法。
[本発明1103]
　前記生体試料が血液試料または尿試料である、本発明1102の方法。
[本発明1104]
　前記生体試料が血液試料である、本発明1103の方法。
[本発明1105]
　投与される前記抗体が、モノクローナル抗体である、本発明1001～1104のいずれかの方
法。
[本発明1106]
　投与される前記抗体が、ＩｇＧ1である、本発明1001～1105のいずれかの方法。
[本発明1107]
　投与される前記抗体が、λ軽鎖を含む、本発明1001～1106のいずれかの方法。
[本発明1108]
　投与される前記抗体が非グリコシル化抗体である、本発明1001～1106のいずれかの方法
。
[本発明1109]
　前記胎児または新生児が貧血の発症の危険性を有する、本発明1001～1009および1012～
1047のいずれかの方法。
[本発明1110]
　投与される前記抗体がＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：19及びＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：24（ＮＯ27）
を含む、本発明1001～1109のいずれかの方法。
[本発明1111]
　胎児および新生児の同種免疫障害および／もしくは自己免疫障害を治療するためまたは
その発症の危険性を低減するための方法であって、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：19のアミノ酸配
列を有する軽鎖とＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：24のアミノ酸配列を有する重鎖とを含む抗体（Ｎ
027）を含む組成物を妊婦に投与することを含む、方法。
[本発明1112]
　前記抗体が、前記妊婦の体重に基づいて30ｍｇ／ｋｇで投与される、本発明1111の方法
。
[本発明1113]
　前記抗体が、前記妊婦の体重に基づいて15ｍｇ／ｋｇで投与される、本発明1111の方法
。
[本発明1114]
　前記用量が、投与当たりの用量であり、初回投与時の前記妊婦の体重に基づいており、
かつ前記妊婦の体重の増加に基づいて上方調整されない、本発明1112または1113の方法。
[本発明1115]
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　前記用量が、投与当たりの用量であり、初回投与時の前記妊婦の体重に基づいており、
かつ前記妊婦の体重の増加に基づいて上方調整される、本発明1112または1113の方法。
[本発明1116]
　前記組成物が少なくとも隔週で投与される、本発明1111～1115のいずれかの方法。
[本発明1117]
　前記組成物が隔週で投与される、本発明1116の方法。
[本発明1118]
　前記組成物が少なくとも毎週投与される、本発明1111～1115のいずれかの方法。
[本発明1119]
　前記組成物が毎週投与される、本発明1118の方法。
[本発明1120]
　投与が妊娠第1三半期に開始される、本発明1111～1119のいずれかの方法。
[本発明1121]
　投与が妊娠第2三半期に開始される、本発明1111～1119のいずれかの方法。
[本発明1122]
　投与が妊娠第3三半期に開始される、本発明1111～1119のいずれかの方法。
[本発明1123]
　投与経路が静脈内である、本発明1111～1122のいずれかの方法。
[本発明1124]
　前記妊婦が重度の胎児貧血の産科歴を有する、本発明1111～1123のいずれかの方法。
[本発明1125]
　前記妊婦が、上昇した抗ＲｈＤ、抗Ｒｈｃ、または抗Ｋｅｌｌイムノグロブリン同種抗
体力価を有する、本発明1111～1124のいずれかの方法。
[本発明1126]
　前記妊婦が、上昇した抗Ｒｈｃまたは抗Ｋｅｌｌイムノグロブリン同種抗体力価を有す
る、本発明1125の方法。
[本発明1127]
　前記妊婦が、抗Ｌｕａ、Ｌｕｂ、Ｂｇ、Ｋｎａ、Ｙｔａ、Ｅ．ｃ．Ｋ．Ｃｗ、Ｆｙａ、
ｃＥ、ｃｅ、Ｄ、Ｃｅ、ｃＥ、Ｋ、Ｋｐａ、Ｋｐｂ、Ｆｙａ、Ｍ、Ｎ、Ｓ、Ｌｅａ、Ｌｅ
ｂ、Ｆｙ、Ｊｋａ．Ｄｉｅｇｏ、Ｐ、およびＭｉａ／Ｍｕｒからなる群より選択される1
つ以上の抗体について上昇したイムノグロブリン同種抗体力価を有する、本発明1111～11
25のいずれかの方法。
[本発明1128]
　前記妊婦が、重度の胎児貧血または在胎24週以前での死産の産科歴、および上昇した抗
Ｄまたは抗Ｋｅｌｌ　ＩｇＧ同種抗体力価を有し、かつ抗原陽性の胎児を妊娠している、
本発明1111～1127のいずれかの方法。
[本発明1129]
　前記初回投与が妊娠12～16週である、本発明1111～1119および1123～1128のいずれかの
方法。
[本発明1130]
　前記初回投与が妊娠14週である、本発明1129の方法。
[本発明1131]
　胎児および新生児の同種免疫障害および／もしくは自己免疫障害を治療するためまたは
その発症の危険性を低減するための方法であって、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：19のアミノ酸配
列を有する軽鎖とＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：24のアミノ酸配列を有する重鎖とを含む抗体（Ｍ
281）を含む組成物を妊婦に投与することを含み、Ｍ281の投与が在胎齢34週の後に終了す
る、方法。
[本発明1132]
　ＩＶＩＧが、Ｍ281投与の終了後かつ出生前に前記妊婦に投与される、本発明1131の方
法。
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[本発明1133]
　ＩＶＩＧが、出生の40～100時間前に前記妊婦に投与される、本発明1131の方法。
[本発明1134]
　Ｍ281の投与が、在胎35週の後に終了する、本発明1131の方法。
[本発明1135]
　Ｍ281の投与が、在胎36、37、または38週の前に終了する、本発明1131の方法。
[本発明1136]
　ＩＶＩＧが、前記妊婦の体重に基づいて200ｍｇ／ｋｇ～1000ｍｇ／ｋｇで投与される
、本発明1131の方法。
[本発明1137]
　前記抗体が、前記妊婦の体重に基づいて30ｍｇ／ｋｇで投与される、本発明1131の方法
。
[本発明1138]
　前記抗体が、前記妊婦の体重に基づいて15ｍｇ／ｋｇで投与される、本発明1131の方法
。
[本発明1139]
　前記用量が、投与当たりの用量であり、初回投与時の前記妊婦の体重に基づいており、
かつ前記妊婦の体重の増加に基づいて上方調整されない、本発明1137または1138の方法。
[本発明1140]
　前記用量が、投与当たりの用量であり、初回投与時の前記妊婦の体重に基づいており、
かつ前記妊婦の体重の増加に基づいて上方調整される、本発明1137または1138の方法。
[本発明1141]
　前記組成物が少なくとも隔週で投与される、本発明1131～1140のいずれかの方法。
[本発明1142]
　前記組成物が隔週で投与される、本発明1141の方法。
[本発明1143]
　前記組成物が少なくとも毎週投与される、本発明1141の方法。
[本発明1144]
　前記組成物が毎週投与される、本発明1118の方法。
[本発明1145]
　投与が妊娠第1三半期に開始される、本発明1131～1144のいずれかの方法。
[本発明1146]
　投与が妊娠第2三半期に開始される、本発明1131～1144のいずれかの方法。
[本発明1147]
　投与が妊娠第3三半期に開始される、本発明1131～1144のいずれかの方法。
[本発明1148]
　前記投与の経路が静脈内である、本発明1131～1147のいずれかの方法。
[本発明1149]
　前記妊婦が、重度の胎児貧血の産科歴を有する、本発明1131～1148のいずれかの方法。
[本発明1150]
　前記妊婦が、上昇した抗ＲｈＤ、抗Ｒｈｃ、または抗Ｋｅｌｌイムノグロブリン同種抗
体力価を有する、本発明1131～1148のいずれかの方法。
[本発明1151]
　前記妊婦が、上昇した抗Ｒｈｃまたは抗Ｋｅｌｌイムノグロブリン同種抗体力価を有す
る、本発明1150の方法。
[本発明1152]
　前記妊婦が、抗Ｌｕａ、Ｌｕｂ、Ｂｇ、Ｋｎａ、Ｙｔａ、Ｅ．ｃ．Ｋ．Ｃｗ、Ｆｙａ、
ｃＥ、ｃｅ、Ｄ、Ｃｅ、ｃＥ、Ｋ、Ｋｐａ、Ｋｐｂ、Ｆｙａ、Ｍ、Ｎ、Ｓ、Ｌｅａ、Ｌｅ
ｂ、Ｆｙ、Ｊｋａ．Ｄｉｅｇｏ、Ｐ、およびＭｉａ／Ｍｕｒからなる群より選択される1
つ以上の抗体について上昇したイムノグロブリン同種抗体力価を有する、本発明1131～11
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48のいずれかの方法。
[本発明1153]
　前記妊婦が、重度の胎児貧血または在胎24週以前での死産の産科歴、および上昇した抗
Ｄまたは抗Ｋｅｌｌ　ＩｇＧ同種抗体力価を有し、かつ抗原陽性の胎児を妊娠している、
本発明1131～1148のいずれかの方法。
[本発明1154]
　前記初回投与が妊娠12～16週である、本発明1131～1144および1149～1153のいずれかの
方法。
[本発明1155]
　前記初回投与が妊娠14週である、本発明1154の方法。
[本発明1156]
　投与が妊娠第1三半期に開始される、本発明1131～1144のいずれかの方法。
[本発明1157]
　胎児および新生児の同種免疫障害および／もしくは自己免疫障害を治療するためまたは
その発症の危険性を低減するための方法であって、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：19のアミノ酸配
列を有する軽鎖とＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：24のアミノ酸配列を有する重鎖とを含む抗体（Ｍ
281）を含む組成物を妊婦に投与することを含み、Ｍ281の投与が、少なくとも出生の1週
前に終了する、方法。
[本発明1158]
　Ｍ281の投与の終了後1～15日でＩＶＩｇの投与が開始される、本発明1132の方法。
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